
多職種が取り組む

多胎育児家庭支援
多職種が取り組む

多胎育児家庭支援
~支援を必要とするサインを見逃さずにつなぐ多職種連携~

助産師・保健師職能委員会 合同企画研修

【問合せ】公益社団法人 埼玉県看護協会 TEL 048-624-3300（平日9時～17時）

10:00～16:00

令和7年

２月22日(土)

1.多胎妊娠で両親学級を開催するタイミングと具体的指導事項
2.家庭内事故の危険性が高い多胎児での事故防止策
3.多胎児の言葉の発達の支援
4.他の兄弟・姉妹への配慮

講師：埼玉医科大学総合医療センター

小児科名誉教授兼客員教授 田村 正徳 氏

1.子育てをしている親の心理
2.支援を必要とするサインやEPDSの活用、アプローチの際の留意点
3.多胎妊娠・多胎育児家庭が抱えやすい困難感
4.虐待防止のための妊娠期からの支援と連携

講師：カウンセリングルームベア

代表 田熊 喜代巳 氏

「マナブル」よりお申し込みください
申込期間：R6年12月1日～R7年2月8日

研修申込
「マナブル」はこちら

申込方法

費用 1,000円（会員・非会員）

AM

PM

開催方法 オンライン（Zoom）研修

研修内容
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